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１ 中堅教員に求められること 

中堅教員は、福井県教員育成指標の第２ステージ「中堅教員・ミドルリーダーとして教育活動を牽引す

る時期」に該当し、そのステージに応じた資質・能力を身に付ける必要がある。学び続ける教員としての

成長にゴールはなく、若手の教員をリードすることはもちろんのこと、学校運営の中核としての役割も期

待されるようになる。この大きくなってくる責任を果たす力量が中堅教員に求められる。 

したがって、研修において、クロスセッションでの若手教員への適切な助言や、若手教員にモデルとし

て提示できるような質の高い実践研究が求められる。こうした中堅教員としての意識と自覚を持って研修

に取り組むことにより、自己のさらなる成長を図ることができる。 

 

２ 中堅教諭等資質向上研修の実施について 

１ 実施要項 

(1) 目的 

教育公務員特例法第 24条に基づき､中堅教諭等として教育活動やその他の学校運営の円滑かつ効果的

な実施において、中核的な役割を果たすことへの意識の向上を図る。また、高度化、複雑化する社会の

変化に伴い、教員や学校（園）に求められる役割を理解し、世代を交えた教員同士の学び合い、教育実

践のまとめや共有を通して視野を広げ協働性を高めるなど、職務を遂行する上で必要とされる資質・能

力の向上を図る。 

 

(2) 実施主体 

福井県教育委員会 

（４０代研修および５０代研修と同日開催の講座については、福井大学およびＮＩＴＳとの共催） 

 

(3) 実施期間 

令和６年度の１年間とする。 

 

(4) 対象者 

令和６年度に年齢が満 33歳以上（平成４年４月１日生以前）になる幼稚園、認定こども園、小学

校、中学校、高等学校および特別支援学校の教諭、養護教諭、栄養教諭、幼稚園教諭、保育教諭のう

ち、若手教員研修（幼稚園教諭、保育教諭は新規採用教員研修）を修了し、中堅教諭等資質向上研修、

または旧 10 年経験者研修、旧中堅教諭等資質向上研修全日程を修了していない者 

 

(5) 受講の延期等について 

・当該年度内に休暇（休業）に入ることが明らかな場合は、原則として休暇（休業）明けに受講するこ

と。ただし、時期によっては翌年度の受講となる。なお、受講年度途中で休暇（休業）に入ることに

なった場合は、受講可能な研修を受講し、残りは休暇（休業）明けに受講すること。 

・特別の事情がある場合、福井県教育委員会（以下「県教育委員会」という。）および市町教育委員会

は、対象者の研修実施時期を数年程度延期することができる。 

 

(6) 評価および年間研修計画の作成等 

① 県教育委員会は、研修実施機関等において実施する中堅教諭等資質向上研修の内容等を踏まえなが

ら、対象者の資質・能力、適性等について評価を行うための評価規準を作成する。 

 

② 校長・園長（以下「校長等」という）は、①の評価規準に基づいて、教頭や教務主任等を活用する

ことにより、該当教員評価表の作成を行い、関係教育委員会に提出する。 

 

③ 校長等は、評価表や研修計画書の作成に当たり、対象者本人に「自己評価表」を作成させ、それを

聴取することや、対象者の意見・希望を参考として聴取することで、研修内容をより適切なものと

する。ただし、本人の自己評価や意見等をそのまま評価表や研修計画書に反映させることは不適切

である。 
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④ 県教育委員会(県費負担教職員については市町教育委員会)は、校長等から提出された該当教員評価

表および研修計画書について、必要な調整を行い、決定する。なお、市町教育委員会は、該当教員

評価表および研修計画書を県教育委員会に提出する。 

 

⑤ 校長等は、対象者に対し、研修計画に基づき、中堅教諭等資質向上研修を受けるよう職務上の命令

を発する。 

 

⑥ 校長等は、決定した評価や研修計画について、必要に応じて対象者に示して説明し、対象者自身が

自らの課題を明確に認識して受講できるようにする。 

 

⑦ 校長等は、対象者の資質・能力の向上を引き続き図っていくため、研修終了時に再度、評価を行

い、その結果を今後の指導や研修に活用する。また、この評価の結果についても、必要に応じて対

象者に示して説明する。なお、中堅教諭等資質向上研修終了時における評価は、上記の趣旨から行

われるものであり、その評価結果が直ちに勤務評定につながるものではない。 

 

 

２ 研修の概要 

(1) 事前評価および研修計画 

県教育委員会は、最終的に対象者の資質・能力、適性等の評価を行い、その結果に基づいて対象者ご

との研修計画を決定する。 

対象者 校長等 

・様式２「自己評価表」を利用して、自己評価

を行い、校長等に提出する。 

・校長等の助言を参考に下記書類を作成し、校

長等に提出する。 

様式３「校(園)内研修計画書」 

様式４「校(園)外研修計画書」 

・対象者が作成した「自己評価表」を参考

に様式１｢該当教員評価表｣を作成し、経

路に従って提出する。 

 

(2) 研修の形態 

校(園)内研修…各校(園)において校長等は、教員に求められる資質・能力の４つの観点(「素養」

「指導力」「マネジメント・人材育成」「連携・協働」)にわたり、課業期間中等に

９日間程度の研修を実施する。校長、教頭、教務主任、研究主任等は、授業等を観察

・評価し、指導・助言を行う。 

校(園)外研修…県教育委員会、研修機関等において、教科指導研修、保育専門研修、生徒指導研修、

社会体験研修、選択研修等を校種の実情に応じて、小学校、中学校、高等学校および

特別支援学校に勤務する教諭、養護教諭、栄養教諭は７日、幼稚園、認定こども園に

勤務する教諭、幼稚園教諭、保育教諭は１日実施する。なお、幼稚園、認定こども園

に勤務する教諭、幼稚園教諭、保育教諭のうち希望する者は、福井大学およびＮＩＴ

Ｓとの共催講座２日を受講することができる。 

 

(3) 研修後の評価、その他  

校長等は、中堅教諭等資質向上研修の終了後も、引き続き対象者の資質・能力の向上を図っていくた

めに、研修終了時に、対象者の作成した「自己評価表」を参考に再度評価を行い、その後の指導や研修

に生かしていく。 
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３ 研修に関わる機関 

(1) 評価と計画、および校内研修の実施に関わること 

県教育庁関係各課 

 

(2) 校外研修の実施に関わること 

県教育庁関係各課、教育総合研究所、嶺南教育事務所、特別支援教育センター、幼児教育支援センター 

 

 

３ 研修全体に関わる書類の作成について 

１ 作成書類一覧 

【市町小・中学校、公立幼稚園・認定こども園】 

 
書類名 様式等 作成担当者 

各市町教育委員会 

所管機関への締切 
最終提出先と締切 

関
わ
る
も
の 

研
修
全
体
に 

該当教員評価表 様式 1 校(園)長 5 月 10日(金) 義務教育課 5 月 17日(金) 

自己評価表 様式 2 対象者 － 校(園)長 校(園)長が指定 

校(

園)

内
研
修 

校(園)内研修計画書 

様式 3 
対象者 

(校(園)長) 

5 月 10日(金) 

義務教育課 

5 月 17日(金) 

校(園)内研修報告書 2 月 21日(金) 3 月 7 日(金) 

校(

園)

外
研
修 

校(園)外研修計画書 
様式 4 

対象者 

(校(園)長) 

5 月 10日(金) 

教育総合研究所 

5 月 17日(金) 

校(園)外研修報告書 2 月 21日(金) 3 月 7 日(金) 

社会体験研修報告書 

（園の受講者は対象外） 
様式 5 

実施後 

2 週間以内 

実施後 

3 週間以内 

諸
届 

欠席届 共通様式 1 
校(園)長 事由発生都度 教育総合研究所 事由発生都度 

延期願 共通様式 2 

 

【県立学校、国立学校・園、その他】 

 書類名 様式等 作成担当者 最終提出先と締切 

関
わ
る
も
の 

研
修
全
体
に 

該当教員評価表 様式 1 校(園)長 

県立学校・福大附属特別支援学校 

･･･高校教育課 

福大附属義務教育学校・附属幼稚園 

  ･･･義務教育課 

5 月 17日(金) 

自己評価表 様式 2 対象者 校(園)長 校(園)長が指定 

校(

園)

内
研
修 

校(園)内研修計画書 

様式 3 
対象者 

(校(園)長) 

県立学校・福大附属特別支援学校 

･･･高校教育課 

福大附属義務教育学校・附属幼稚園 

  ･･･義務教育課 

5 月 17日(金) 

校(園)内研修報告書 3 月 7 日(金) 

校(

園)

外
研
修 

校(園)外研修計画書 
様式 4 

対象者 

(校(園)長) 
教育総合研究所 

5 月 17日(金) 

校(園)外研修報告書 3 月 7 日(金) 

社会体験研修報告書 

（園の受講者は対象外） 
様式 5 

対象者 

(校長) 

実施後 

2 週間以内 

各
届 

欠席届 共通様式 1 
校(園)長 教育総合研究所 事由発生都度 

延期願 共通様式 2 

※ 昨年度からの受講者は、未受講の研修を終え次第、報告書を直ちに提出すること。 
※ 提出経路はｐ.4「３ 各書類の提出について」を参照すること。  
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２ 各書類の詳細 

※ 様式１～５については、教育総合研究所ホームページ（以下、ＨＰ）の「研修の申込・案内」→

「基本研修・職務研修」→「中堅教諭等資質向上研修」からダウンロードすること。 

※ 共通様式については、教育総合研究所ＨＰの「研修の申込・案内」→「共通様式」からダウンロー

ドすること。 

(1) 【該当教員評価表】（様式１） 

対象者の自己評価や意見・希望等を参考にしながら、校長等の責任において作成すること。対象者の

自己評価等をそのまま計画に反映させるものではない。 

 

(2) 【自己評価表】（様式２） 

対象者は、年度初めに様式２【自己評価表】を作成して自己評価を行い、校長等に提出する。対象者

の研修計画立案や研修後の評価等においてのみ活用し、教育委員会への提出の必要はない。 

 

(3) 校(園)内研修関係書類（p.６参照） 

 

(4) 校(園)外研修関係書類（校(園)外計画書・報告書については p.13を参照、社会体験研修報告書につ

いては p.11 を参照） 

 

(5) 【欠席届】（共通様式１）…年度内に代替研修が可能な場合 

やむを得ず研修を欠席する場合は、事前に管理職を通じて担当機関に電話連絡した上で、必要に応じ  

て校長が欠席届を作成し、下記の提出経路に従って提出する。 

 

(6) 【延期願】（共通様式２）…受講が次年度以降になる場合 

休業等により研修を延期する場合は、事前に管理職を通じて担当機関に電話連絡した上で、必要に応 

じて校長が延期願を作成し、場合によってはその時点での報告書を下記の提出経路に従って提出する。   

 

３ 各書類の提出について 

(1) 提出形式・方法 

各書類は、ＰＤＦ形式でメールにて提出とし、ファイル名は次のとおりとする。 

    【勤務校略称_氏名】中堅研_書類名 （例：【福井小_福井太郎】中堅研_校内研修計画書） 

なお、書類名は、p.３作成書類一覧内の「書類名」を参照すること。 

 

(2) 提出経路 

○市町小･中学校、公立幼稚園 

 

 

 

 

 

○公立認定こども園 

 

 

○県立学校、国立学校･園、その他 

 

 

 

※ 最終提出先のメールアドレス ・県教育庁 高校教育課   ４月初旬に別途通知 

・県教育庁 義務教育課   gimu@pref.fukui.lg.jp 

・教育総合研究所      chuken@fec.fukui-c.ed.jp 

対象者 校(園)長 最終提出先 

対象者 校(園)長 市町教育委員会等 最終提出先 

南越地方教育委員会連絡協議会・嶺南教育事務所 

対象者 園長 最終提出先 各市町の所管する機関 
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４ 校(園)内研修について 

１ 研修内容例 ※教員に求められる資質・能力の詳細は「福井県教員育成指標」を参照 

(1) 小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校の場合 

教員に求められ

る資質・能力 
研修目的および研修内容 研修形態 日数 

素養 

・教育関係法規に基づく服務規律の遵守の重要性についての具体的

な事例を通して、理解を深める。 

・社会体験から学んだ接客力、対応力等について、全体会で報告す

る。 

・地域における人権教育活動と家庭、地域との連携の在り方を理解

する｡ 

・全体会での講義

実習 

・個人指導 １～２

日 

指
導
力 

学習指導 

・授業研究（事前検討会－授業公開－事後検討会）を行う。 

・教科会において、効果的な学習教材の共同開発を行う。 

・ＩＣＴや情報・教育データの積極的な活用方法も含む。 

・学年会、教科会

での研究協議 

・個人指導 

２～３ 

日 

生徒指導 

・特別な配慮を要する子どもへの対応の在り方について事例研究を

行う。 

・子どもの個性、特性に応じた特別支援教育の実践やキャリア教育

の推進を行う。 

・学年会での研究

協議 

・個人指導 
２日 

マネジメント
・人材育成 

・校務分掌や学年活動における会議や行事を精査・精選し、働き方

改革に向けた提案をする。 

・「通うのが楽しい学級づくり」を基に、校内研修会を行い、学級

経営の在り方について理解を深める。 

・スクールプランの作成や改善について理解を深め、ＰＤＣＡサイ

クルを生かした教育活動を推進する｡ 

・各地域･学校において子どもの安全確保が図られるよう、学校安全

・危機管理に関する必要な知識を学ぶ。 

・緊急時の子どもたちの掌握および連絡方法等、学校として必要な

措置について理解する。 

・学習指導要領に基づいた教育課程実施に向けたカリキュラム・マ

ネジメントについて理解を深める。 

・学校組織における、教員としての個人の役割について理解する。 

・ＯＪＴを取り入れ、若手教員に指導、助言を行う。 

・全体会での講義

実習 

・個人指導 

１～２

日 

連携・協働 

・ミドルリーダーとして、家庭・地域社会の実態を把握し、相互理

解を図り信頼関係を深める有効な方法を学ぶ。 

・学校教育目標の達成に向けて、協働的な組織づくりを推進する。 

・全体会での講義

実習 

・個人指導 

１日 

＊＊＊ ・各自の課題研究テーマについて、校内で意見交換を行う。 ・全体会 １日 

 

(2) 幼稚園・認定こども園・特別支援学校幼稚部の場合 

教員に求められ

る資質・能力 
研修目的および研修内容 研修形態 日数 

素養 

・教育関係法規に基づく服務規律の遵守の重要性についての具体的

な事例を通して、理解を深める。 

・社会体験から学んだ接客力、対応力等について、全体会で報告す

る。 

・地域における人権教育活動を理解し、家庭、地域との連携の在り

方を理解する｡ 

・全体会での講義

実習 

・個人指導 
１日 

指導力 

・教育要領の内容や教育課程の編成について認識を深め、指導計画

を改善する。 

・遊びを通した総合的な指導を行う中で、幼児の主体的な学びを引

き出すような環境構成・援助について考える。 

・保育研究を行い、環境構成の仕方について理解を深める。 

・カウンセリングマインドを生かした幼児との関わりについて、事

例研究を行い理解する。 

・特別な配慮を要する幼児の保育や就学について、事例研究を通し

て理解を深める。 

・全体会での研究

協議 

・個人指導 

・保育研究 

（事前検討会－保

育公開－事後検

討会） 

 

５日 
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マネジメント
・人材育成 

・園内における会議、行事を精査・精選し、働き方改革に向けた提

案をする。 

・園の運営方針の作成や改善について理解を深める｡ 

・園組織における、教員としての個々の役割について理解する。 

・緊急時の幼児の掌握および連絡方法等、園として必要な措置につ

いて理解する。 

・ＯＪＴを取り入れ、若手教員に指導、助言を行う。 

・全体会での講

義、実習 

・個人指導 

１日 

連携・協働 

・今日の社会が園に求めていることについて理解する。 

・ミドルリーダーとして、家庭、地域社会の実態を把握し、相互理

解を図り、信頼関係を深める有効な方法を学ぶ。 

・全体会での講

義、実習 

・個人指導 

１日 

＊＊＊ 
・課題研究の内容をレポートにまとめ、園内で発表し、意見交換を

行う。 

・全体会 
１日 

 

 

 

２ 校(園)内研修計画書・報告書の作成要領 

(1) 研修前の評価に基づき、９日程度の校内研修計画を立案する。なお、３時間程度を１日とする。ま

た、校内で研修会を実施する際、研究協議におけるグループのファシリテーターとなって、研修会を進

行する。ファシリテーター実践の機会を必ず３日設定し、計画書に記入する。 

 

(2) 次に示す「教員に求められる資質・能力」のすべての内容を踏まえて、校内研修を実施する。計画・報

告書の「教員に求められる資質・能力」の欄には、記号（小・中・高・特はＡ、Ｂア、Ｂイ、Ｃ、Ｄ、

発表、（幼・認こ・特幼はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、発表））を記入する。 

 

記号 教員に求められる資質・能力 幼・認こ・特幼 小・中・高・特 

Ａ 素養 １日 １～２日 

Ｂ 
指導力（幼・認こ・特幼） 

幼児理解・総合的に指導する力 
５日  

Ｂア 
指導力（小・中・高・特） 

学習指導 
 ２～３日 

Ｂイ 
指導力（小・中・高・特） 

生徒指導 
 ２日 

Ｃ マネジメント・人材育成 １日 １～２日 

Ｄ 連携・協働 １日 １日 

発表 （課題研究の発表） １日 １日 

 合  計 ９日 ８～１１日 

 

(3) 教育全般に関する自由なテーマで課題を設定し、取り組んだ実践をレポートにまとめる課題研究を行う。 

校長等は適宜、指導・助言を行う。また、研修のまとめとして発表の機会を必ず１日設定（２月上旬）す 

る。 

 

(4) 計画時には、「教員に求められる資質・能力」「実施日」「研修計画内容」の欄に、記号、実施予定

日、研修計画の内容（ファシリテーター実践、指導・助言者を含む）を記入する｡ 

 

(5) 報告時には、「研修概要および感想」の欄に、研修を振り返り、研修の概要と感想（ファシリテータ

ー実践、指導・助言者を含む）を記入する。 
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様式３ ｢校(園)内研修｣計画・報告書」作成の留意点と記入例  

令和６年度  中堅教諭等資質向上研修 「校(園)内研修」 計画・報告書 
 
  学校(園)名：      ○○○○○学校（園）            校(園)長名：       ○○ ○○        
                           

  職員番号：  ○○○○○○     職名：  ○○         
ふりがな

氏名：           ○○ ○○        
 

№
 

教員に求

められる

資質・能

力 

実施日 

 

研修計画内容 

 

研修概要および感想 

１ 

 
 
Ａ 

R6 
4/25 
（木） 

教育関係法規に基づく服務・
規律について（事例研究） 

 
指導・助言（  校長  ） 

 裁判事例を取り上げ、関係法規との関係を学んだ。校務
を行う上で、常に意識していきたい。特に～ 
 

指導・助言（  校長  ） 

２ 

 
 

Ｂア 5/ 17 
(金) 

第１学年 理科 単元「身の
まわりの物質」での授業研究  
ファシリテーター実践１ 

 
指導・助言（ 教科会  ） 

学び合いを生み出すためのグループ活動をテーマとして
取り組んだ。課題としては～ 
 
 
ファシリテーター実践１    

指導・助言（ 教科会  ） 

３ Ｂイ 

5/24 
（金） 
6/6

（木） 

特別な配慮を要する生徒への
対応の在り方について 

生徒理解におけるスクールカウ
ンセラーとの連携について 
 
 
 ファシリテーター実践２ 
 指導・助言（  教頭  ） 

カウンセラーと連携して学校の支援力やチーム力を高める
方策を学んだ。学校の生徒支援体制づくりに活用したい。 
 
 
 
 
ファシリテーター実践２    

指導・助言（  教頭  ） 

     中略 

10 
発表 
 

R7 
2/7 
（金） 
 

課題研究「生徒の情報活用能
力の育成に関する研究」 
 
指導・助言（  全体会  ） 

全体会で研究内容を発表し、意見交換を行った。そのこ
とによって～ 
 

   指導・助言（  全体会 ） 

 
【計画書の作成にあたって】 
①「教員に求められる資質・能力」の４つの観点を記号で記入する。また、すべての観点が指定さ
れた日数分計画されているか、必ず p.６（2）の表と照らし合わせて確認する。 

 
② 研修内容が、資質・能力の観点と一致しているか確認する。 
 
③ 計画時に実施日が未定の場合は、実施予定の月のみを記入し、報告時には必ず実施日を記入す

る。また、計画時に研究の単元（題材）名が決まっていない場合は、実施予定の学年と教科名
のみ記入し、報告時には必ず単元（題材）名を記入する。 

 
④ ファシリテーターを実践する３日間には、「ファシリテーター実践１」、「ファシリテーター

実践２」、「ファシリテーター実践３」を記入する。 
 
⑤ 「発表」については、記号（Ａ、Ｂ等）の記入は不要。校内発表の時期は２月上旬頃とする。

研修内容には、年間を通した研究課題を設定し、テーマを記入する。 
 
⑥ 「指導・助言」欄の記載について 

   ・個人が指導する場合・・・・・・・・・・・指導・助言者名（校長・教頭等）を記入する。 
   ・全体会等を通して指導する場合・・・・・・その校内部会名を記入する。 
   ・外部の講師等から指導・助言を得た場合・・指導・助言を得た校内部会名を記入する。 
    ※校内研修であることから、外部講師名のみにならないよう留意すること。 
【報告書の作成にあたって】 
➆ 研修を振り返り、研修の概要と感想の両方を記入する。 
 
⑧ 計画書の内容等に変更があった場合、取り消し線で消して訂正する。計画書に記入した内容等

を削除しないこと。 
 
➈ ファシリテーターを実施した３日間に「ファシリテーター実践１～３」、指導を受けた指導・

助言者名もしくは部会名を記入する。 

➆ 

①  

② 

⑤ 

④ 

③ 

⑧ 

⑥ 

➈ 
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５ 校(園)外研修について 

１ 日程等          ◎…必ず受講  ○…受講可  －…対象外  

教
諭 

養
・
栄 

幼
・
こ 

教員に求められる

資質・能力 

ｺｰﾄﾞ 

№ 
研修名・研修内容 実施日時・会場等 詳細 

◎ ◎ ◎ 

素養 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・人材育成 

連携・協働 

301 服務規律（動画視聴） 
受講期間 5月 1日(水)～31日(金) 

テストに回答 
p.9 

342 

 
 
 

授業におけるファシリテーション 

「令和の日本型学校教育」を担う 

 教師の学び 

研修ガイダンス 

下記 3日のうち、指定された１日 

p.9 

5 月 8 日 (水) 

5 月 16日(木) 

5 月 17日(金) 

教育総合研究所 

教育総合研究所 

あいぱーく今立（越前市） 

13:30～16:30 

◎ ◎ － 
学習指導 

生徒指導 

351 

322 

 

ＩＣＴ活用推進 

児童・生徒理解 

「ピア・サポート、レジリエンス」 

6 月 11日(火) 

13:30～16:30 

オンライン型 

別途 

要項 

送付 

◎ ◎ ○ 

素養 

学習指導 

生徒指導 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・人材育成 

連携・協働 

371 
372 

国の教育政策 

世界の教育の動向 

県の施策 

年代別グループ協議による 

実践記録の検討 

世代間クロスセッションによる 

実践事例の共有 

(福井大学およびＮＩＴＳとの共催) 

下記３期のうち、いずれか 1期選択 

第Ⅰ期： 7月 25日(木),26日(金) 

第Ⅱ期： 8月 7日(水), 8日(木) 

第Ⅲ期：12月 25日(水),26日(木) 

9:00～16:00 

オンライン型 

p.10 

◎ － － 学習指導 311 校種・教科別研修 各自で 1 日分の研修を選択・申込 p.10 

◎ ◎ － 
素養 

連携・協働 
391 社会体験研修 

下記Ａ、Ｂのうち、いずれかを選択

実施 

Ａ：県教育委員会が主催する 

企業体験研修に参加 

Ｂ：各自で研修先を選定・実施 

p.11 

◎ ◎ ◎ 学習指導 352 プレゼンテーション力の向上 

11月 19日(火) 

13:30～16:30 

オンライン型 

別途 

要項 

送付 

◎ － － 

学習指導 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・人材育成 

連携・協働 

362 
教育実践研究の共有 
(初任者･３年目･中堅のクロスセッシ

ョン) 

下記 6日のうち、1 日選択 

p.12 

1月 23日(木) 

24日(金) 

28日(火) 

30日(木) 

2月 5日（水） 

  6日（木） 

教育総合研究所 

嶺南教育事務所 

教育総合研究所 

あいぱーく今立（越前市） 

教育総合研究所 

教育総合研究所 

13:30～16:30 

◎ ◎ － ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・人材育成 G611 
通信型研修 

「ファシリテーションの基礎」 

8 月 23日(金)締切 

「振り返り」提出 
p.12 

 

※ 養護教諭・栄養教諭の研修については、保健体育課の「中堅教諭等資質向上研修の手引き」に別途記載
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２ 校(園)外研修の受講に当たって  

 

（１）校外研修受講の際の心得 

・研修には、各自が課題をもって主体的、積極的に参加する。 

・研修を受ける者としてふさわしい服装で参加する。 

・研修の開始時刻を厳守する。やむを得ず遅れる場合は、管理職を通じて担当機関に電話連絡する。 

 

（２）校外研修の実施時間 

・校種別の校外研修実施計画に定められた日に研修を受講する。 

・研修開始時間の 10 分前までには、受付を完了する。 

・教育総合研究所、特別支援教育センター、嶺南教育事務所での研修時間は下記のとおり 

 〔午後の研修〕 受付 13：00～13：20   研修 13：30～16：30 

 〔No.371、372〕 受付  8：20～ 8：50     研修  9：00～16：00 

 

（３）研修資料のダウンロードおよびレポート等の提出先 

   教育総合研究所ＨＰ→「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状況」→「【中堅教諭等資質向上研修】No.○○○」 

   →「格納資料一覧」（研修資料のダウンロード）または「課題・アンケート一覧」（レポート等の提出）」 

   ※ 詳しくは「Ｐｌａｎｔ」ＴＯＰ画面に掲載予定の「マニュアル」を参照。 

※ レポートは必ず管理職の確認を受けてから提出すること。 

 

（４）研修を受ける上での準備物 

・「中堅教諭等資質向上研修 研修の手引き」、名札（集合型での研修中は必ず身に付ける。学校名と氏

名を記入。）筆記用具、別途実施要項等で指示された課題等 

・「研修資料（テキスト、名簿等）」（研修日の２日前から教育総合研究所ＨＰ→「Ｐｌａｎｔ」→【中 

堅教諭等資質向上研修】No.○○○」→「格納資料一覧」より各自でダウンロードが可能となる。当日 

はデータまたは印刷物を持参する。） 

 

（５）研修の参加に支障が生じたとき 

    学校行事等で指定された研修日に受講できない場合や、災害・事故等の緊急事態により研修の参加   

に支障が生じた場合は、管理職を通じて研修担当機関に連絡する。 

 

（６）その他留意事項 

教育総合研究所ＨＰにある「研修・会議参加に際しての留意事項」を下記ＵＲＬもしくはＱＲコード    

より確認して研修に臨むこと。 

＜URL＞ https://x.gd/6IScO 

 

 

３ 各研修の詳細 
(1) コード No.301 服務規律 

  受講期間 5 月 1日（水）～5月 31 日（金） 

受講方法 教育総合研究所ＨＰ→「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状況」→「【中堅教諭等資質向上研

修】G301」より動画を視聴し、「テスト一覧」からテストを受講する。 

 

(2)コード No.342 授業におけるファシリテーション、研修ガイダンス 

  地域で会場を分けて実施する 

勤務校所在地 期日 会場 

福井市、永平寺町 5月8日（水） 教育総合研究所 

大野市、勝山市、鯖江市、あわら市、坂井市、越前町 5月16日（木） 教育総合研究所 

敦賀市、小浜市、越前市、池田町、南越前町、美浜町、

高浜町、おおい町、若狭町 
5月17日（金） あいぱーく今立 

 

https://x.gd/6IScO
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(3) コード№371, 372 福井大学およびＮＩＴＳとの共催研修  

高度化、複雑化する社会の変化に伴い、教員や学校に求められる役割を理解し、４０代研修受講者

および５０代研修受講者とともに、世代を交えた教員同士の学び合い、教育実践のまとめや共有を通

して視野を広げ協働性を養うなど、職務を遂行する上で必要とされる資質・能力の向上を図る。 

① 受講期の希望調査について 

管理職と相談の上、３期（p.８参照）の中から第１希望～第３希望期を選択し、Google フォーム

にて５月 24 日(金)までに回答すること。（p.13参照） 

 

② 受講期の決定について 

決定した実施日は、事前課題等に関する連絡事項と併せて別途通知する。 

※ やむを得ない理由により受講日の変更が必要になった場合は、管理職を通じて教育総合研究所  

（℡0776-58-2160）に連絡すること。 

 

  ③ 研修形態 

    Zoom によるオンライン研修（職場もしくは自宅での受講） 

     ※ 自宅で受講する場合は、事前に管理職に相談すること。 

     ※ 研修内容の詳細は別途通知を参照すること。 

 

 

(4) コード№311 校種・教科別研修 

次のＡ～Ｄのいずれかの形態を選択し、実施すること。 

Ａ：１日講座を１講座 

Ｂ：半日講座を２講座 

Ｃ：半日講座を１講座 ＋ 公開授業参観および研究協議会参加 

Ｄ：半日講座を１講座 ＋ 学習指導に関する通信型研修１講座（「振り返り」提出） 

 

① 講座について 

県教育庁関係各課、教育総合研究所、嶺南教育事務所、特別支援教育センターおよび幼児教育支

援センターが主催する学習指導に関わる研修（３時間程度）の中から、各自で申し込むこと。 

例：専門教科、担当教科、特別支援教育、特別活動、総合的な学習（探究）の時間、タブレット   

活用、学習評価、授業づくり全般 など 

＜申込方法＞ 教育総合研究所ＨＰ→「Ｐｌａｎｔ」ＴＯＰ画面の「お知らせ通知受信一覧」を参照 

※ 申込期間は研修講座によって異なる。定員になり次第、募集を締め切るため、早めに申し込 

むこと。 

 

② 公開授業参観および研究協議会について 

研究協議会が開かれる公開授業について、勤務校に届く案内を確認して各自で申し込むこと。 

※ 原則、公開授業は集合型とし、遠隔配信型のものは不可とする。また、公開授業参観のみも

しくは研究協議会参加のみの場合は、受講とみなさない。 

例：福井大学教育学部附属義務教育学校の公開授業 

授業名人の公開授業 

各学校、教科等の公開授業や研究発表会 

   

③ 通信型研修について 

    通信型研修のうち、各教科・領域、授業改善、情報教育、特別支援教育に関する研修講座の中か

ら１つ選んで視聴し、講座視聴後、「振り返り」を入力する。「振り返り」の内容を必ず「校外研修

の記録・報告書」の概要・感想・成果の活用等に転記する。（コピー＆ペーストが可能） 

 

受講方法 教育総合研究所ＨＰ→「Ｐｌａｎｔ」ＴＯＰ画面の「お知らせ通知受信一覧」を参照 
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(5) コード№391 社会体験研修 

教職以外の業種で体験活動を行うことにより視野を広げ、多様なものの見方や考え方を身に付け、

新しい発想や視点を各校の活性化や特色ある教育活動に生かす能力を高め、教員としての資質・能力

の向上を図る。 

① 体験研修について 

次の研修形態Ａ、Ｂのいずれかを選択し、６時間程度の体験研修を１日実施すること。 

Ａ 県教育委員会が主催する企業体験研修に参加  

Ｂ 各自で研修先を選定し実施 

  

② 研修形態の希望調査および研修形態Ａの決定通知 

後日送付する実施要項を確認し、管理職と相談の上、研修形態Ａ、Ｂのいずれかを選択（Ａを選

んだ場合は、複数の研修先の中から第１～３希望も選択）し、実施要項に記載する Googleフォー

ムにて回答すること。 

※ 研修形態Ａにおいては、以下のことについて留意すること。 

・各研修先の受入可能人数には制限があるため、第１希望どおりにならない場合がある。 

・各研修先において、希望者数が定員を超えた場合は抽選により選定する。 

・希望者総数が総定員を超えたことにより選に漏れた場合は、研修形態Ｂにて実施すること。 

※ 研修形態Ａの研修先の決定については、別途通知する。 

※ 決定通知後、やむを得ない理由により当日参加ができなくなった場合は、管理職を通じて教育

総合研究所（℡0776-58-2160）に連絡し、原則、研修形態Ｂにて実施すること。 

 

③ 事前研修 

「Ａ 県教育委員会が主催する企業体験研修に参加」の場合 

１ 後日送付される事務連絡に従って、事前研修として指定された課題に取り組む。 

２ 別途送付される研修先ごとの事務連絡を確認し、必要な準備をする。 

 

「Ｂ 各自で研修先を選定し実施」の場合 

１ 管理職と相談の上、次のことに留意して研修先を選定する。 

・教員の研修先として、体験内容や活動時間などが目的に照らして適切である企業・施設・機

関であること。 

・研修先の所在地は、旅費の節約のためにも勤務校の近隣が望ましい。 

２ 研修先と連絡をとり、趣旨説明と受け入れの打診をする。 

３ 研修期日と内容を決め、研修先へ依頼文書（各学校の様式）を送る。（６月 28 日(金)までに） 

４ 以下の内容を教育総合研究所ＨＰ→「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状況」→「【中堅教諭等資質

向上研修】No.391」→「課題・アンケート一覧」から回答する。(６月 28 日(金)までに) 

  ・研修日時 

         ・研修先の名称 

         ・研修内容 

 

④ 事後研修（研修形態Ａ・Ｂ共通） 

社会体験研修報告書（教育総合研究所ＨＰから様式５をダウンロード） 

１ 提出期限 体験研修後２週間以内 

２ 提出経路 p.４の提出経路を参照しメールで送付すること。 

３ ファイル名 「勤務校略称_氏名（フルネーム）」社会体験研修報告書 

４ ファイル形式 ＰＤＦ 
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(6) コード№362 教育実践研究の共有（初任者･３年目･中堅のクロスセッション） 

中堅教諭等資質向上研修対象者は、グループ協議のファシリテーターを担当する。初任者や３年目

研修対象者の実践の成果や課題を明らかにしながら、授業改善を図っていくための意識を高める。ま

た、実践の文字化や他者との交流から実践内容を再構築していく過程により、実践・振り返り・改善

のサイクルを身に付けることをねらう。 

 

① 実施日の希望調査 

管理職と相談の上、６日程（p.８参照）の中で第１希望日と第２希望日を選択し、Googleフォー

ムにて５月 24 日(金)までに回答すること。（p.13参照） 

※ 必要があれば、同一校の若手教員研修対象者（初任者、３年目研修対象者）と日程調整を行

い、要望欄に明記すること。 

※ 決定した実施日は、別途通知する。 

※ やむを得ない理由により受講日の変更が必要になった場合は、管理職を通じて教育総合研究所

（℡0776-58-2160）に連絡すること。 

 

② クロスセッションレポートについて 

【レポートの作成および持参】 

次のＡ、Ｂのいずれかを作成し、当日７部持参すること。（教育総合研究所ＨＰにある様式６  

レポート書式（クロスセッション用）参照） 

 

Ａ コード№371, 372で作成したもの＜２ページ程度＞ 

※タイトルを「令和６年度 中堅教諭等資質向上研修レポート」とし、「学校名」「職名」「氏 

名」を明記し、「テーマ」「実践内容」について記載すること。 

 

Ｂ 「学校の教育活動や校務分掌における自己の取組み」というテーマで、実践内容をまとめたも

の＜２ページ程度＞ 

 

【レポートの提出】 

１ 提出期限 研修後１週間以内 

２ 提出方法 教育総合研究所ＨＰ →「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状況」→「【中堅教諭等資質向

上研修】No.362」→「課題・アンケート一覧」から提出する。 

３ ファイル名 職員番号（６桁半角）【勤務校略称_氏名（フルネーム）】クロスセッションレポ            

ート 

４ ファイル形式 ＰＤＦ 

 

 

(7) コード№G611 ファシリテーションの基礎（通信型研修講座視聴と「振り返り」作成） 

受講する講座 「G611 ファシリテーションの基礎」 

教育総合研究所ホームページ→「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状況」→「【中堅教

諭等資質向上研修】G611」より動画を視聴後, 「振り返り」を入力する。「振り

返り」の内容を必ず「校外研修の記録・報告書」の概要・感想・成果の活用等に

転記する。（コピー＆ペーストが可能） 

      

受講期限   ８月 23日(金) 
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４ 校(園)外研修計画書・報告書の作成要領 

 自己評価表および自己申告書に基づき、研修計画を立案すること。 

※ 計画書は、教育総合研究所ＨＰから様式４をダウンロードして作成すること。 

※ 申し込みの必要な研修を確認し、必ず手続きを行うこと。 

 

(1) コード№371,372 福井大学およびＮＩＴＳとの共催研修希望期 

コード№362 教育実践研究の共有（クロスセッション）希望日に関する事前調査について 

それぞれ下記のとおり Google フォームにて回答すること。（５月 24日(金)までに） 

 

①コード№371,372 福井大学およびＮＩＴＳとの共催研修  

＜URL＞  https://forms.gle/xpRpzYzs8WhkACpK7 

 

 

 

②コード№362 教育実践研究の共有 

 ＜URL＞ https://forms.gle/B87ULFPFZ8j9YYs89 

 

 

 

(2) 校（園）外研修計画書および報告書作成時における留意事項 

① 共通 

   ・計画書では、「研修概要および感想」欄以外を記入 

・計画書提出前に、やむを得ない理由により研究所担当と調整して指定日を変更した場合は、実施日

の欄に変更した日を記入 

・実施日が未定の場合は、実施日の欄には「未定」と記入 

   ・報告書では、実施日を記入し、「研修概要および感想」欄に研修の概要や感想を記入 

 

  ② コード№371,372およびコード No.362 

   ・実施日の欄には、受講日を指定された後、日程を記入 

 

③ コード№311 

・研修講座名、実施機関名を記入し、実施機関が教育総合研究所、嶺南教育事務所、特別支援教育セ

ンターの場合は、研修講座番号も記入 

・受講形態（p.10 参照）がＡの場合は上段のみ記入し、Ｂ～Ｄの場合は２段に分けて記入 

・受講形態がＤの場合は、下段に通信型研修の「振り返り」提出日および講座名、実施機関名には

「教育総合研究所」と記入し、報告書作成時の「研修概要および感想」欄に「振り返り」を転記 

 

④ コード№391 

・報告書では、体験研修を実施した日付、研修先、主な内容を簡潔に記入 

 

⑤ 通信型研修 G611 

   ・実施日は、「振り返り」提出日を記入 

   ・「研修概要および感想」欄に「振り返り」を転記 

 

  ⑥ 令和６年に受講しなかった研修 

   ・過年度に受講した研修･･･「令和（平成）○年度受講済み」または「過年度受講済み」と記入 

   ・次年度以降に受講する研修･･･「令和○年度に受講予定」または「次年度以降に受講予定」と記入 

 

⑦ 提出方法 

    ・ファイル名 「【勤務校略称_氏名】中堅研_校（園）外研修計画書・報告書」 

  ・ファイル形式 ＰＤＦ    ※ 提出期限・経路については p.３～４を参照すること。 

https://forms.gle/xpRpzYzs8WhkACpK7
https://forms.gle/B87ULFPFZ8j9YYs89
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「◎」は特に校長に関すること 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ステージ 

資質・能力 福井県が求める 

採用時の姿 

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ  ステージ 

 

資質・能力 

管理職 

教員としての基盤を固める 
中堅教員・ミドルリーダーとして 

教育活動を牽引する 

経験を生かして指導・助言し、 

組織的な運営をする 

トップリーダーとして 

教育活動を推進する 

 

 

 

 

 

 

教育的愛情 

使 命 感 

責 任 感 

・子どもに対する愛情 

・教職への情熱 

・子どもの個性を尊重し、夢と希望、豊かな人間性を育む熱意   

教育的愛情 

使 命 感 

責 任 感 

・将来を担う子どもの成長に資する使

命感や責任感の深い自覚 

・よりよい学校教育の実現に向けた努
力 

・教職に対する使命感、誇り、責任感 ・学校教育を牽引する使命感、責任感 ・組織的な運営を行う使命感、責任感 

・学校経営に積極的に参画する責任感 

 

 

 

 
倫理観 

人間性 

社会性 

・高い人権意識 

・豊かな人間性、広い視野 

・社会人としての一般常識 

・確かな人権感覚、子どもの模範となる倫理観 

・人間的な魅力の涵養、信頼関係の構築（子ども、教職員、家庭、地域社会 など） 
・謙虚な姿勢、法令の遵守、服務の誠実かつ公正な遂行 

・市民としての役割の遂行と積極的な社会参画 

 

倫 理 観 

人 間 性 

社 会 性 

・豊かな人間性、広い視野、高い人

権意識の醸成 

・子どもや教職員の示範となる言動 

・子ども、家庭、地域社会などとの信

頼関係の構築 

 

 

 

 
コミュニケーショ
ン力 

・他者との意思の疎通と協 

働 

・同僚性の構築、よりよい教育の実現に向けた教職員間の意思の疎通と共通理解、合意形成の推進 

・子ども、家庭、地域社会などとの円滑な意思の疎通 

 

 

 

 

 

 

学び続ける力 

探究心 

・学びの専門家としての学び
続ける意欲 

・多様な社会体験への挑戦 

・自ら学び続ける基盤の構築（課題の
発見-解決の努力-省察する力） 

・自主的な協働研究への積極的な参画 

・専門性の深化とキャリアアップ 

・学校内や専門分野における研究の牽引 

・若手教員の指導への積極的な関わり 

・自らの実践の深化と改善 

・学校内や専門分野の組織的な研究

の運営 

・教職員の資質・能力を高める指導、
助言 

 

判 断 力 

学び続ける力 

探 究 心 

・明確な教育理念と省察による自己
の職能の成長 

◎正確で迅速な情報収集、整理、
分析、共有（アセスメント） 
・的確な判断を行う力 

・教育情報や国の動向、時代の流れ
の的確な把握 

          

教科等の専門性 

・教科等を学ぶ意義の理解 

・教科等で培う力の把握 

 

 

・教科等において、多面的・多角的な視点での研究の推進と専門性の向上 

・カリキュラムマネジメントの視点での研究の推進 

・福井の未来の担い手となるために、教科等において、人間性を育む教育を推進 

・幼・小・中・高を通した学びの接続の視点での研究の推進 

・子どもの主体的な学び、確かな学力、生きる力の追究 

 

  

授業力 

・教科等の基礎的な授業 

力 

・主体的・対話的で深い学
びへの理解 

・探究的な学びの計画、立 

案 

・教科等の特性や本質の理解 

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れ

た楽しくわかる授業 

・多様な授業形態を取り入れた個別最
適な学びや協働的な学びへの工夫 

・主体的・対話的で深い学びへの工夫 

・指導と評価の一体化に基づく実践 

・子どもの学びの見取りの意義と実践 

・校内研究への主体的な取組み、積極
的な授業公開の実施 

・省察をもとにした授業改善 

・教科等の特性や本質の追究 

・主体的・対話的で深い学びの実現 

・多様な授業形態を工夫した個別最
適な学びや協働的な学びの実現 

・教科等横断的なカリキュラムデザイン 

・校内研究の中核として授業実践を牽引 

・若手教員への授業力を高める指導、

助言 

・広い視野での授業改善 

・教科等の特性や本質を理解した実践 

・主体的・対話的で深い学びの深化 

・多様な授業形態を工夫した個別最
適な学びや協働的な学びの深化 

・資質・能力を培う授業の提案 

・学校全体の授業力向上に係る企画 

・学校内の中心で示範となる授業実践

の推進 

・校内研究の中心として組織を運営 

・学校内外の教職員への指導、助言 

創造的に思
考する力 

コミュニケーショ

ン力 

・幅広い教養と高い専門性、幅広い
視点で、新たなものを創造する力 

・教職員との日常的な意見交換や情
報共有をもとにしたよりよい民主的
な職場環境の構築 

◎教職員同士および学校と家庭、地
域、関係機関の相互作用による教
育力の最大化（ファシリテーション） 

     

業務改善 

(働き方改革
に向けて) 

・教職員の勤務時間の把握 

・勤務時間を意識した教職員の働き

方の徹底と職場環境の構築 

・教職員の業務の明確化と外部人
材活用、外部業務委託の推進 

・ＰＴＡや地域の理解を得るための取
組 

 

 

 

 

 

 

 

福井の教育力
を支える研究・

連携 

・福井の教育の特長の理解 

・「ふるさと福井」を大切に思 

う心 

・子ども自身がその個性に気づき伸ばしていけるような「引き出す教育」、学びを自ら進んで「楽しむ教育」を進めるための授
業の実践的研究、協働による研究体制、同僚性の構築 

・縦もち教科担任制の運営、教科の学びの系統性の構築 

・幼・小・中・高の接続の視点を持った教育の推進 

・研修や自主研究会への主体的な参画 

・教員間の世代間交流による優れた教育力の継承 

組織マネジメント 

・学校環境の特性と課題の把握、学
校運営のビジョンの明示 

・学校評価を分析して学校運営のビ
ジョンとスクールプランを策定する力 

・スクールプランを実現する具体的な

方策の決定 

・組織運営に関わる内部及び外部環
境の把握と強みを生かした戦略的

な組織づくり 

・一人一人の教職員が意欲を持って
活動できる機会の構築、適性に応

じた職務の分掌による組織運営 

・家庭、地域と連携した学校づくり 

・子どもの個性、特性に応じた指導、

支援を徹底する組織づくり 

・ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた
リーダーシップの発揮 

・特別支援教育のコーディネート力の
向上と組織的なインクルーシブ教育
の推進 

  IＣＴや情報・
教育データの
利活用 

・ＩＣＴ活用の理解 

・ＩＣＴ活用の技能 

 

・授業でのＩＣＴや情報・教育データの積極的な活用 

・生徒指導、校務など学校全体でのＩＣＴの積極的な活用の推進 

・子どもの情報活用能力を育成する授業の工夫 

  
特別な配慮を

要する幼児・
児童・生徒へ
の対応 

・子どもの個性、特性に応じ
た特別な配慮や支援、特
別支援教育の基本的な知

識 

・子どもの個性、特性に応じた特別な配
慮や支援、特別支援教育の理解、実
践 

・合理的配慮に対する理解、実践 

・子どもの個性、特性に応じた特別な配
慮や支援、特別支援教育の中核とし
て実践を牽引 

・子どもの個性、特性に応じたキャリア教
育の推進 

・チームの責任者として、子どもの個性、
特性に応じた特別な配慮や支援、特
別支援教育に関する組織的な対応の

企画・調整と教職員への指導、助言 

・関係機関と協働した課題の改善、解決 

 

 

 

 

 

幼児・児童・ 
生徒理解 

・子どもたちの多様化を踏ま

えた、一人一人の子どもの
理解の重要性の認識 

・子どもの発達段階への理 

解 

・一人一人に向き合う意識 

・子どもの個性、特性の理解 

・インクルーシブ教育の視点を踏まえた、
認め合い高め合う学級経営の実践 

・学級および学年全体の子どもの理解 

・学年の生徒指導の中核として、子どもの
個性、特性に応じた諸課題への対応 

・組織的な学年経営と学校全体の子ど

もの理解 

・子どもの個性、特性に応じた組織的
な生徒指導の企画、運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児・児童・
生徒に応じた
支援 

課題への対応
や支援 

・子どもたちの多様化を踏ま
えた、個や集団への支援や
指導についての理解 

・一人一人の子どもに寄り添う
態度、子どもの声に対する
傾聴 

・多様な子どもに対する寛
容の心と態度 

・子どもの個性や特性、課題に応じた支援
や指導 

・子どもの特性を理解した原因分析力 

・学校の生徒指導の方針に対する理解 

・報告・連絡・相談を通したチームでの
生徒指導の実践 

・家庭などとの信頼関係の構築、連携・
協働 

・チームの中核として子どもへの適切な
支援や指導 

・子どもの個性、特性に応じた生徒指導

方針を基にチームの中核として集団を牽
引 

・若手教員に対する適切な指導､支援 

・家庭、地域社会などとの信頼関係の
構築、連携・協働 

・チームの責任者として教職員に対する
指導、助言 

・子どもの個性、特性に応じた組織的

な生徒指導方針の立案 

・チームの責任者として役割と責任を明
確にした組織的な対応の企画・調整 

・速やかな情報の共有と適切な管理 

・家庭や地域、関係機関との連携・協働 

  

教職員理解
人材育成 

◎教職員の資質・能力や適性の把
握とキャリアパスへの助言 

・目標管理票と面談、報告・連絡・
相談を通した教職員の現状の把握
と業務に対する的確な指導 

・教職員の持ち味や新しいアイディア
等の学校運営への活用 

・教職員とのコミュニケーションと同僚

性、協働性を高める人材育成 

◎対話に基づく主体的な研修受講
奨励 

          

 

 

 

 

業務改善 

(働き方改革
に向けて) 

・効率的な時間管理に対する
意識 

・自己の勤務時間の管理 

・ＰＤＣＡサイクルを意識した、効率的、

効果的な業務遂行の工夫 

・業務効率化のための積極的なＩＣＴ等
の活用と推進 

・チームの中核として、効率的、効果的
な業務遂行の工夫 

・校務分掌や学年活動における会議や
行事等の精査と精選の提案と実践  

・チームの責任者として、若手や中堅教
員に対する働き方への示範と助言 

・学校教育活動全体の精査と精選の
具体的提案と組織的な実践 

  

 

 

 

 

 

 

 

学級経営 

学年経営 

学校経営 

・理想とする学級像の形成 ・一人一人の子どもが活躍し、互いを認
め合い安心してすごせる学級経営 

・スクールプランの達成に向けた教職員
の協働的な実践 

・報告・連絡・相談による教職員間の

協働 

・学年のリーダーとして率先して協働的
活動を牽引 
・スクールプランの達成に向けて、中核と
して学校を牽引 
・カリキュラムマネジメントを意識した協働
的活動の牽引 
・若手教員の抱える課題の理解、支援 

・学級間､学年間の連携を意識した学
校経営への参画 
・スクールプランの達成に向けて学年や
分掌の責任者としての組織的な運営 
・カリキュラムマネジメントの視点での組
織的な運営 
・協働するネットワークの構築と指導、助言 

  

学校安全 

危機管理 

・安全な環境での教育活動の展開 

・生徒指導上の問題行動の未然防

止に対する教職員への指導、助言
および適切な対応 

・学校安全マニュアルの遵守、施設の

点検、安全管理の検証、徹底 

・危機管理マニュアルに基づき、トップ
リーダーとして校内組織と関係諸機

関との連絡、調整 

・地域社会との協力関係の構築、危
機管理体制の整備 

 

 

 

 

社会の変化へ
の対応 

・学校現場の現状の理解 

・社会情勢（国際感覚・多 

様性）に対する理解 

・学校の実態、Society5.0 等の社会情
勢の変化、教育改革の動向に対する

理解 

・学校の実態、Society5.0 等の社会情
勢の変化、教育改革の動向に対する

具体的な方策の提案と実践 

・学校の実態、Society5.0 等の社会情
勢の変化、教育改革の動向に対する

具体的な方策への指導、助言と組織
的実践 

 

 

 

 

 

学校安全 

危機管理 

・学校安全、危機管理に関
する基礎的な知識、理解 

・学級や集団の適切な安全管理 

・勤務校の危機管理体制に対する理解 

・チームの中核としての学校安全、危機
管理上の課題への対処 

・適切な安全管理、結果を予測した危
機管理の徹底 

・チームの責任者としての学校安全、危
機管理のマネジメント 

・学校の事件、事故の対処と未然防止
に対する教職員への指導、助言 

財務管理 

・学校の実態に応じた計画的な教育

環境整備と設備・備品等の充実 

・事務職員と連携した予算の適正で
計画的な執行管理 

  人材育成 ・様々な課題に対応する力 ・学校内外の研修や自主研究への参画 ・若手教員に対する指導、助言 ・校内研修、自主研究の企画、運営 

          

 

 

 

組織における

協働 

・仲間と協働して、創造する 

経験 

・協働の良さを子どもに発信
する力 

・教職員間の同僚性の構築 

・チームで対応することへの理解と実践 

・ミドルリーダーとしての自覚と積極的な行動 

・チームの中核として教員集団を牽引し

てチームで対応する力を向上 

・チームの責任者として同僚性が発揮で
きる職場環境の構築 

  

家庭や地域
社会 と の 連

携・折衝 

・スクールプランや学校評価の家庭や
地域社会への効果的な発信と意見

集約 

・家庭や地域社会の学校への期待、
関心の把握と教育活動への活用 

・地域の教育資源の積極的な活用 

 

 

 

 家庭や地域社
会との連携 

・地域社会に貢献する経験 
・地域社会の中で子どもを
育成する意義の理解 

・家庭、地域社会、関係機関との連携・協働のネットワークの形成 

・家庭、地域社会への積極的な情報発信と良好なコミュニケーションの構築 

  

          

 

 

 
「ふるさと福井」

の教育 

・「ふるさと福井」への理解 

・福井の教育をよりよくしてい
く心と態度 

・福井の教育の充実に向けて、「ふるさと福井」を学び続ける態度と自己啓発力（「ふくい愛」）の向上 

・「ふるさと福井」独自の教材づくりと活用した授業の実践（「ふるさと福井の先人 100 人」「古典音読・暗唱ノート」「郷土
新聞」「ＮＩＥ」 など） 

  

福 井 が 求 め る 教 師 像 

福  井  県  教  員  育  成  指  標 

校種・教科等に関する 

専門的知識・実践的技能 

を持った人 

教育に対する情熱・使命感に

燃え、常に学び続ける 

向上心を持った人 

子どもたちはもとより、同僚や家庭、 

地域社会と円滑な人間関係を築き、 

課題に対して臨機応変に対応できる人 

対応できる人 

専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、 

自立した社会人としての良識や 

幅広い視野を持った人 

 

福井の教育が目指す育てたい人間像 
自らの個性を発揮し、人生を切り拓くために 

挑戦し続ける人 多様な人々の存在を認め、 

協働して新たな価値を生み出す人 

ふるさとや自然を愛し、 

いつどこにいても社会や地域に貢献する人 

素 
 

 

養 
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